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救
急
出
動
件
数
が
大
幅
に
増
加

　

令
和
４
年
中
に
帯
広
消
防
署
の
救
急

車
が
出
動
し
た
件
数
は
９
０
１
０
件
、

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
は
７
２
９
０
人

と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
令
和
３
年
よ

り
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
）

　

救
急
車
を
要
請
し
た
人
の
中
に
は
、

「
救
急
車
で
病
院
へ
行
く
と
優
先
的
に

診
て
も
ら
え
る
と
思
っ
た
」「
ど
こ
の

病
院
を
受
診
し
て
よ
い
か
迷
っ
た
の
で

救
急
車
を
呼
ん
だ
」
な
ど
、
適
切
と
は

い
え
な
い
理
由
の
人
も
い
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
適
正
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
年
で
35
件
の
火
災
が
発
生

　

令
和
４
年
中
に
帯
広
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
35
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
住

宅
火
災
が
15
件
と
最
も
多
い
状
況
で
す
。

出
火
原
因
の
１
位
は
た
ば
こ
で
、
２
位

が
電
気
機
器
、
放
火
、
３
位
が
ス
ト
ー

ブ
で
し
た
。
火
災
の
多
く
は
生
活
に
身

近
な
も
の
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
表
）

　

帯
広
消
防
署
で
は
、
防
火
意
識
向
上

の
た
め
、
期
間
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

❶
野
火
・
林
野
火
災
の
注
意
喚
起

　

春
は
空
気
の
乾
燥
や
強
風
に
よ
り
、

野
火
・
林
野
火
災
が
増
加
す
る
た
め
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❷
古
く
な
っ
た
消
火
器
の
有
料
回
収

　

北
海
道
消
防
設
備
協
会
帯
広
支
部
の

協
力
の
下
、
古
く
な
っ
た
消
火
器
を
有

料
で
回
収
し
ま
す
。
回
収
費
用
は
、
サ

イ
ズ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

日
時　
４
月
23
日

㈰
、
10
時
～
12
時

場
所　
柏
林
台
出

張
所
（
柏
林
台
西

町
２
）

こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
へ

　

顔
色
が
悪
く
呼
吸
が
弱
い
、
突
然
の

激
し
い
頭
痛
や
胸
痛
が
あ
る
状
態
は
、

生
命
に
危
険
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
決
し
て
た

め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

救
命
講
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

救
急
隊
の
到
着
に
は
平
均
９
分
か
か

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
周
り

の
人
が
応
急
手
当
を
で
き
る
よ
う
、
定

期
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
開
催
分
の
詳
細
は
、「
帯
広
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
」（
12
頁
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
期
開
催
以
外
の

受
講
希
望
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災
で
多
く
の
死
者
が
発
生

　

全
国
の
令
和
３
年
中
の
火
災
件
数
は

３
万
５
２
２
２
件
で
あ
り
、
１
日
当
た

り
96
件
、
15
分
に
１
件
の
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
１

４
１
７
人
で
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

（
放
火
・
自
殺
除
く
）
は
、
９
６
６
人

で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
７
１
６
人
で
、
住
宅
火
災
に
お

け
る
死
者
の
74
・
１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
は
、
逃
げ
遅
れ
が
多
い
ほ
か
、

古
い
タ
イ
プ
の
火
気
器
具
を
長
く
使
い

続
け
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
環
境
で
生
活
し
て
い
る
こ

と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❸
要
配
慮
者
世
帯
の
防
火
訪
問

　

運
動
期
間
中
、
消
防
職
員
や
女
性
消

防
団
員
が
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
を
訪
問
し
、
火
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

❹
火
災
警
報
器
設
置
状
況
調
査

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の

把
握
や
普
及
啓
発
の
た
め
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
住
宅
へ
、
消
防
職
員
が
訪
問

ま
た
は
、
調
査
票
を
投
函
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
は

限
ら
れ
た
資
源
で
す

令
和
４
年
中
の
救
急
出
動
状
況

火
災
か
ら

命
を
守
る
た
め
に

令
和
４
年
中
の
火
災
発
生
状
況

防
火
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う

４
月
20
日
～
30
日
は

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間

帯
広
消
防
署
救
急
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９

１
３
２
）

問
い
合
わ
せ

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、

☎
26
・
９
１
２
４
）
担
当
課
帯
広
市
総
務
部
消
防
課

問
い
合
わ
せ

帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・

９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

市長への手紙　まちづくりに皆さんの声を生かします。市政に関するご提言、ご意見などをお寄せください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、 tegami@city.obihiro.hokkaido.jp）　市ホームページID.1004155

休日や夜間などの
医療機関が知りたいときは

帯広市急病テレホンセンター

北海道救急医療情報案内センター

☎26・1099

0120・20・8699
携帯電話からは

☎011・221・8699

順位 出火原因 件数

１位 たばこ ５件

２位
電気機器

各３件
放火

３位 ストーブ ２件

４位

こんろ

各１件

風呂かまど

炉

排気管

灯火

表　出火原因

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

火
災
の
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
る

機
器
で
す
。
点
検
方
法
は
、
本
体
の

押
し
ボ
タ
ン
か
引
き
ひ
も
で
警
報
器

の
作
動
試
験
が
で
き
ま
す
。
点
検
は
、

半
年
に
１
回
程
度
が
目
安
で
す
。

　子どもや学生の防火意識向上のた
め、市内の高校美術部に依頼し作成
しました。

　日頃から４つの習慣と、６つの対策を心掛
け、火災からいのちを守りましょう。

❶ 寝たばこはしない・させない
❷ ストーブの周りに物を置かない
❸ 使用中のこんろから離れない
❹ コンセントはほこりを清掃し、
　 不要なプラグは抜く

❶ 安全装置付きのストーブ・こんろなどを使う
❷ 火災警報器を定期的に点検する
❸ カーテンなどは防災品を使用する
❹ 消火器を設置し使い方も確認する
❺ 避難経路・方法を確認して
　 おく
❻ 防火・防災訓練へ参加する
　 など、地域で意識を高める

作：川角 晃平さん
（帯広三条高校美術部）

作
：
喜
多 

美
咲
さ
ん

（
帯
広
三
条
高
校
美
術
部
）

防火意識向上のための
デザイン画

４つの習慣

６つの対策

住宅防火
いのちを守る
10のポイント

図　出動件数・搬送人数
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